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はじめに 

 

本報告書は、『平成 23 年度海外農業情報調査分析（米州）検討委員会』において検討を

行った事項をとりまとめたものである。本検討委員会は、諸外国における主要穀物の生産・

在庫といった食料をめぐる状況や、直接支払い・経営対策といった農業政策をめぐる状況、

そして農産物貿易の動向を把握することにより、WTO 農業交渉その他の国際交渉に適切に

対処するとともに、国民に対する食料の安定供給を確保することを目的としている。 

なお、本報告書作成に当たっては、学術的な論文を作成するのではなく、国会質疑や国

際交渉等への対応といった、日々の政策立案業務に利用できるような実務的な情報収集・

分析を行うことを重視している。また、多々のニュース・リソースを利用して、関連情報

を収集・分析を行っている。 

 本報告書の構成は次のとおりである。第 1 章では、2012 年の米国次期大統領選および連

邦赤字削減を踏まえた次期米国農業法の論議の現状と方向性について検討を行っている。

第 1 節においては、次期農業法案の策定および不成立の背景や原因について分析を行った

（主監修：服部委員）。第 2 節では、TPP を巡る米国内における議論動向について分析をし

た（主監修：岩田委員）。第 3 節においては、米国のエタノール政策が穀物市場に及ぼした

影響および今後予想される動向について分析を行った（主監修：茅野委員）。第 2 章では、

アルゼンチンの農業基本政策の現状と展望について分析した（主監修：宇佐見委員）。第 3

章では、米国の財政赤字削減政策を巡る動向について、2011 年 8 月の債務上限引き上げ法

の成立や超党派委員会における交渉失敗等に関して分析を行った。 
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（参考）検討委員会 

 本事業においては、有識者等からなる検討委員会を設置し、情報および意見の交換と集

約を行った。検討委員会委員および開催日時、各回の主要議題については下記のとおりで

ある。 

 

検討委員会委員 
服部 信司 東洋大学大学院経済学研究科名誉教授 
岩田 伸人   青山学院大学経営学部教授、青山学院大学WTO研究センター所長 
茅野 信行 コンティネンタル・ライス株式会社 代表取締役 

国學院大学 経済学部 教授 
宇佐見 耕一 JETRO・アジア経済研究所研究員 
 

 

検討会各回における検討課題およびスケジュール 
開催回数 開催時期 米国に関する 

主要検討課題 
アルゼンチンに関する 

主要検討課題 
第１回 2011 年 

9 月 29 日 
• 本調査の実施内容（実施計
画）の説明 

• 米政府債務の上限引き上げ
法に基づく支出削減策を巡
る動向 

• 本調査の実施内容（実施計
画）の説明 

• 農業年次計画 
• 外交・通商政策 
• 港湾ストライキと輸出規制
政策他 

第２回 2011 年 
12 月 21 日 

• 次期米国大統領選・連邦赤字
削減を踏まえた米国次期農
業法の論議の現状と方向性 

• 米政府債務の上限引き上げ
法に基づく支出削減策を巡
る動向 

【中間報告書（案）の検討】 
• 農業年次計画 
• 環境保全政策 

第３回 2012 年 
3 月 2 日 

【報告書（案）の検討】 
• 米国次期農業法案の策定・流

産 
• 世界的な食糧高騰と米国の

エタノール政策 
• 米国債務上限引き上げ法に

基づく支出削減策を巡る動
向 

【報告書（案）の検討】 
• 農地・インフラ政策 
• 外交・通商政策 
• 東日本大震災に伴う原発事
故による我が国農林水産物
輸入への影響 
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